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DADA：アフリカと日本の開発のための対話プロジェクト

Dialogue and Action for Development Alternatives in Africa and Japan

2006年活動報告

DADA－Zimbabwe（ジンバブウェ支援活動）

2006年は２回に渡りジンバブウェを訪問した。（４月20日～５月10日、８月２日～９月４日（尾関））主な活動は以下の通り。

【生活を営む力をつけること】　--OPV種（在来種）支援--

　支援地域のマシンゴ州、シャシェ周辺は、４年ぶりの豊作であった。そのため、前年度より議論をしていた種保存庫建設準備が進んだ。当初の予定では４，５月の乾季から建設を始める予定であったが、雨季が長引いたこと等から、レンガ造りが10月に開始され、３月から建築着工となった。（種保存庫は５月に完成）。なお、種保存庫支援の資金は、2005年度に計上済みのため、今年度決算には含まれて居ない。
【手に入れる力をつけること】　--販路拡大のためのワークショップ--

　家計簿作成カレンダーのためのワークショップ開催、フォローアップは今年度も行っていない。今後、どうするかを議論していきたい。

尚、昨年度、一昨年度同様、販路拡大、種支援ともに、ジムトでの支援活動については、訪問レベルの域を出ていない。種保存庫建設支援（シャシェ）が済んだあとは、ジムトをはじめとする今後のDADAの活動について再検討したい。

DADA-Japan（日本での活動）

【生活を営む力をつけること】--めざせ！自給率１％運動—
【手に入れる力をつけること】--地産地消--

　ブログの更新を中心に、まずはスタッフ自らの実践度を高めた。また、ブログの効果やブログをさらに発展的な活動につなげる上でも、更新数を増やすことを目標とした。2006年度は、年度初めの更新が滞ったものの、合計15回更新され、2005年度の２回よりは改善。ただし、更新の少なさは実際の実践度の低さとも関連している。2007年度以降は、内容の充実、ブログに出されたテーマや議論について（あるいはコミットメントの難しさを含めて）さらなる発展的な活動があるか、といった検討が必要になるかもしれない。また、沖縄で沖縄の気候風土にあったプランター栽培や旬を知るガイドブック作成の話が出ているが、具体的な活動にはつながらなかった。

【アフリカをとりまく日本の環境を変えること】

●メディア・ウォッチ

（１）ボランティアの方々にご協力いただき、新聞の記事集めを行った。毎月ほぼ定期的に送っていただいているのが、東京新聞、朝日新聞、毎日新聞。ただし、東京、朝日はエクセルへの入力とホームページへのアップを沖縄事務局が担当しており、作業が常に２，３ヶ月遅れになってしまっているのが課題。また掲載数の少ない地方のボランティアの方々とのコミュニケーションを会報発送などの際に一言添えるなどの形で行う必要がある。また、収集した新聞の保存方法、有効的な活用方法についても引き続き議論の余地あり。
（２）「アフリカ連続理解講座　これだけは知っておきたいジンバブウェ」全４回の開催

　2005年度に沖縄県で開催した、アフリカからのJICA研修生3名を迎えての「メディア・ウォッチ座談会in沖縄」に、続く形として、情報発信するメディアで働く人を迎えての座談会を企画していた。
　ちょうど、調布市市民活動支援センターが新規に「えんがわファンド助成事業」をはじめ、申請を市内の団体・学校等から募っていたので、メディアで働く人たちの座談会を公開でやるという形を考え、発展した形で「アフリカ連続理解講座」を企画し、同助成事業に応募。採用となった。「アフリカ連続理解講座　これだけは知っておきたいジンバブウェ」は全４回で開催。

第１回　｢歴史は誰のものか？～外の見方、内の見方～｣、11月25日開催。参加者２名。

第２回　｢音楽とクリスマスの夕べ～ジンバブウェの親指ピアノを楽しむ～｣、12月９日開催。参加者19名

第３回　｢畑から見るジンバブウェ～現状と世界のつながり～｣、１月25日開催。参加者33名。

第４回　｢情報はどこから？アフリカ報道　～ジャーナリスト座談会～｣、２月17日開催。参加者105名。
※参加者数は、スタッフ・ボランティアを除く。

また、第４回の座談会の資料として「アフリカに関する報道（記事）についてのアンケート」を実施、154名の回答があり、アフリカの新聞報道などの状況と読む側の思いと思い込みの状況を明らかにした。

· 勉強会、講演会など
講演会などは、あまり積極的に広報していないものの、以下の通り行った。

（講演・講義）調布西部公民館「西部コミュニティカレッジ：世界の今と対話する講座」（６月24日）、JICA横浜「教師海外研修事業事前研修」（７月15日）、AJFお話ひろば「ジンバブウェのいまと背景～石の大地から世界を見る」（７月22日）、JICAつくば「南部アフリカ畑作農業」（９月21日）、近畿大学農学部自主ゼミＡＳＡＮＴＥ主催ＧＭＯシンポジウム「ＧＭＯは食糧危機を救えるか」（10月12日）、調布市民活動支援センターえんがわミーティングでの講演（10月18日）、PARC自由学校「PARC　自由学校2006徹底的に考えるアフリカの今「アフリカとつながる市民活動を考える」」（11月７日）、Ｈ１すみだ（異業種交換会）「ジンバブウェとDADAの活動紹介」（２月８日）　（連載）IIHOE「NPOマネジメント」「アフリカNGO事情」（５回）　(会議・イベント参加) 調布市市民活動支援センターえんがわミーティング（７月１日尾関、10月18佐藤、尾関、３月21日尾関）、NGO相談員会議（11月28日、廣内）、調布市民放送局（有線テレビの番組）（１月21日から１週間放映、尾関）NGOアカウンタビリティセミナー（２月10日、廣内）　(自主講演会）DADA沖縄講演会「もうちょっと知りたいアフリカ」（於：沖縄国際大学、12月２日）、（会報）第３号（６月14日）、第４号（11月８日）発行。共に８頁。それぞれ500部を西部公民館で印刷。無料配布の他、イベントでは頒布した。

●政策提言

主だった活動はなし。昨年に続き３年連続でNGO・JICA相互研修の検討委員を尾関が務めた。（任期は2006年度で終了）
【総務】●合宿・事務局会議・勉強会

事務局が沖縄と調布の二箇所なため、通常の連絡はメール、電話、ファックスを使用しているが、スタッフの上沖・上京いずれかの機会を利用して事務局会議（会計ミーティング）、スタッフ会議を行っている。なお、新年度（2007）からは、スカイプによるネット会議を開始し、メンバー５人が同時に議論できるようになっている。会計ミーティングは、会計担当の自宅で２ヶ月に１度行った。今年度は、勉強会は開催しなかった。スタッフ会議は以下のとおり：

6月7日　青山ウィメンズプラザ（尾関、本田、廣内、佐藤）。７月26日　佐藤宅（尾関、本田、佐藤）前半は、会計ミーティング。9月28日　佐藤宅（尾関、本田、佐藤）前半は、会計ミーティング。

10月19日　あくろす（尾関、本田、佐藤）11月29日～12月3日　沖縄会議（尾関、廣内）

12月9日　尾関宅（尾関、本田、佐藤）12月19日　佐藤宅（尾関、本田、佐藤）前半は、会計ミーティング。2月4日　尾関宅（尾関、本田、佐藤）

